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令
和
７
年
度

一
般
会
計
当
初
予
算

木
戸
浦

グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
9,100
万円

問
今
後
ど
う
変
わ
る
の
か
。

答
多
世
代
交
流
の
場
と
し

て
整
備
さ
れ
た
バ
ス
ケ

ッ
ト
コ
ー
ト
に
は
、
町
外
か

ら
も
多
く
の
方
々
が
来
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
グ
ラ
ウ
ン
ド

も
芝
生
化
さ
れ
サ
ッ
カ
ー
の

ピ
ッ
チ
も
公
式
の
大
き
さ
と

な
っ
て
お
り
、
合
宿
も
増
え

て
き
て
い
る
。
今
後
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
フ
ェ
ン
ス
設
置
、

東
屋
（
あ
ず
ま
や
）
や
遊
具

な
ど
、
利
用
者
の
声
を
聞
き

な
が
ら
公
園
作
り
も
進
め
て

い
く
。

給
食
調
理
員
処
遇
改
善

問
学
校
給
食
調
理
員
の
処

遇
改
善
は
行
わ
れ
た
の

か
。答

人
事
院
勧
告
を
踏
ま
え
、

時
給
１
１
４
８
円
（
前

年
比
約
15
％
増
）
と
し
た
。

オ
ペ
ラ
コ
ン
サ
ー
ト

関
連
543
万円

問
場
所
が
市
場
か
ら
体
育

文
化
会
館
と
な
っ
た
こ

と
と
継
続
す
る
理
由
は
。
音

響
に
問
題
は
な
い
か
。

答
場
所
に
つ
い
て
は
、
ア

ン
ケ
ー
ト
で
も
批
判
の

多
か
っ
た
天
候
及
び
市
場
内

と
い
う
衛
生
面
の
配
慮
に
対

応
し
た
も
の
。
令
和
６
年
度

よ
り
始
め
た
町
民
参
加
型
が

好
評
で
あ
り
、
文
化
振
興
の

観
点
か
ら
も
継
続
を
考
え
て

い
る
。
文
化
ホ
ー
ル
に
は
か

な
わ
な
い
が
音
響
反
射
板
な

ど
活
用
し
て
い
く
。

シ
テ
ィ

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

業
務
委
託
1,000
万円

関
係
人
口
拡
大
を
目
的
と

し
て
、（
一
社
）
公
民
連
携

推
進
機
構
と
の
包
括
連
携
協

定
に
基
づ
き
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を

活
用
し
た
情
報
発
信
、
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
た
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
構
築
等
の
業
務

を
委
託
す
る
。

問
業
務
委
託
の
効
果
を
測

る
指
標
は
。

答
目
標
設
定
は
な
い
が
、

公
式
フ
ァ
ン
の
数
、
東

京
圏
か
ら
の
観
光
客
数
、
関

東
圏
の
ふ
る
さ
と
納
税
額
等

で
効
果
を
測
る
予
定
で
あ
る
。

右
の
討
論
を
経
て
、
令
和
７

年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
は
、

賛
成
多
数
（
９
対
１
）
で
可

決
さ
れ
た
。

３
月
７
日
か
ら
21
日
ま
で
15
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

今
議
会
で
は
令
和
７
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
︵
１
０
９
億
２

８
０
０
万
円
︶
を
始
め
、
38
件
の
議
案
等
を
審
議
し
ま
し
た
。

3月
定例会

予算１０９億２,８００万円　前年度より２％増
「防災・減災対策」 築地地区津波避難タワー整備（３億４８３万円）など
「子育て支援」 宇久井中学校 長寿命化改修（２億２,８２０万円）など

討
論

反
対
　津
本
議
員

相
次
ぐ
公
共
料
金
値
上

げ
で
町
民
生
活
は
ひ
っ
迫
。

公
共
料
金
は
上
が
れ
ば
上

が
り
っ
放
し
に
。
町
民
生

活
を
守
る
た
め
に
基
金
活

用
を
提
案
し
た
が
、
予
算

も
組
ま
れ
て
お
ら
ず
反
対
。

木戸浦グラウンド
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令
和
７
年
度

国
民
健
康
保
険
事
業
費

特
別
会
計
予
算

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
が

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
20
億
７

５
６
１
万
５
千
円
と
な
る
。

右
の
討
論
を
経
て
、
令
和
７

年
度
国
民
健
康
保
険
事
業
費

特
別
会
計
予
算
は
、
賛
成
多

数
（
９
対
１
）
で
可
決
さ
れ

た
。令

和
７
年
度

水
道
事
業
会
計
予
算

問
簡
易
水
道
統
合
の
償
還

金
３
９
４
２
万
円
を
一

般
会
計
か
ら
水
道
事
業
会
計

へ
繰
入
れ
る
が
、
次
年
度
以

降
も
継
続
は
可
能
か
。

答
今
後
の
町
財
政
の
状
況

に
も
よ
る
が
、
継
続
し

て
繰
入
れ
を
行
う
予
定
。

令
和
６
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

交
付
金
を
活
用
し
て
の

防
災
対
策
用
備
品
の
購
入

問
防
災
備
蓄
品
は
各
中
核

避
難
所
に
分
配
、
配
備

さ
れ
る
よ
う
だ
が
、
そ
の
他

ど
こ
に
配
備
さ
れ
る
の
か
。

答
宇
久
井
中
学
校
に
配
備

す
る
も
の
は
、
改
修
工

事
が
終
わ
る
ま
で
防
災
セ
ン

タ
ー
で
預
か
る
。
電
源
車
は

水
防
用
の
車
両
な
の
で
本
庁

に
配
置
す
る
。
組
み
立
て
式

給
水
タ
ン
ク
は
13
台
購
入
予

定
で
、
町
内
に
あ
る
高
齢
者

施
設
な
ど
に
配
備
す
る
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

基
金
設
置
条
例

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
は
、

寄
付
を
い
た
だ
い
た
当
該
年

度
の
地
方
創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
充
て
る
こ
と
と
な
っ
て

い
る
。
本
基
金
を
設
置
す
る

こ
と
で
、
複
数
年
度
に
渡
る

大
き
な
事
業
に
寄
付
金
を
活

用
で
き
る
。

問
ど
う
い
っ
た
事
業
に
取

り
組
む
の
か
。

答
寄
付
を
い
た
だ
け
る
企

業
の
意
向
を
聞
き
な
が

ら
、
で
き
れ
ば
「
防
災
・
減

災
」
か
ら
始
め
た
い
。

問
教
育
分
野
も
取
り
組
め

る
か
。

答
基
金
の
使
途
は
６
項
目

設
定
し
て
お
り
、
そ
の

う
ち
の
「
豊
か
な
心
と
地
域

文
化
を
大
切
に
す
る
ま
ち
づ

く
り
事
業
」
で
教
育
分
野
も

取
り
組
め
る
。

新
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

建
設
工
事
請
負
契
約
変
更

２
億
４
３
７
０
万
５
千
円

契
約
額
を
増
額
し
た
こ
と
に

よ
り
、
請
負
契
約
額
が
50
億

１
２
２
０
万
５
千
円
に
。

完
成
時
期
が
令
和
７
年
３

月
か
ら
令
和
７
年
９
月
に
変

更
さ
れ
、
稼
働
開
始
は
、
そ

れ
以
降
に
な
る
見
込
み
。

討
論

反
対
　津
本
議
員

国
保
税
の
税
率
ア
ッ
プ

に
よ
る
改
正
に
よ
り
、
物

価
高
騰
で
町
民
生
活
が
大

変
な
時
に
追
い
打
ち
を
か

け
て
い
く
こ
と
は
認
め

ら
れ
な
い
。
よ
っ
て
本

予
算
案
に
は
反
対
す
る
。

組み立て式給水タンク

外観は完成間近に（令和７年４月３日現在）

安定供給に向けて
経営基盤の強化が求められる
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みんなのみんなの11,,000円 000円 どう使う？どう使う？
国税として１人あたり1,000円徴収された森林環境税は、森林環境譲与税として
令和７年度、7,112万円が那智勝浦町に譲与されます。��
今年度、那智勝浦町で進められる森のためのプロジェクトを紹介します！

森林の管理を進める仕事
・山主の意向を聞く調査☆★ 400万円：山主の意向を聞く調査を行います。（口色川地区1,355ha）
・森の計画を作る☆★ 450万円：森を効率よく管理する計画を立てます。（熊瀬川地区25ha）
・森の手入れ☆★ 880万円： 間伐や枝打ちなど、森を元気に保つ作業を行います。（熊瀬川

地区16ha）
・危ない木を持ち出す☆★ 630万円：流出しそうな倒木を取り除きます。（太田川と森河川の合流地点）

地域への贈り物
・木のベンチを設置☆★ 600万円： 地元の木材で作ったベンチを80基、�

公共施設に設置します。

県との協力
・森のデータを共有☆★ 25万円： 和歌山県の森林クラウド

システムへの協力。

那智勝浦町議会だより　1月臨時会・3月定例会号5

森林環境譲与税

みんなのみんなの11,,000円 000円 どう使う？どう使う？

森を守り、活用する活動
・危ない木の伐採補助

☆★ 150万円：倒れる危険性がある木を伐採する費用に補助。

・森の総合整備補助

☆★ 1,110万円：植樹や間伐、林道整備を行い、森の機能を守る事業に補助。

・地元の木で家を建てる

☆★ 1,200万円：地元の木材を使って住宅や施設を建築・改修する費用を支援。

・地図を作る

☆★ 1,667万円： 航空写真や公図等を使って地図情報データを作成して、管理
をしやすくします。（口色川地区1,300ha）

�森林環境譲与税基金額��5,940万円
　　　　　　　　　　�（令和７年３月末現在）
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令和6年度
一般会計補正予算

  　物価高騰対策給付金1臆420万7千円など総額1臆4,924万4千円の歳
入歳出予算を追加、並びに令和7年度から18年度までの12年間で公共施
設等の照明をLED化し管理をするための費用8億1,647万7千円を限度と
した債務負担行為の補正予算が上程されました。

 　慎重審議の結果、照明のLED化の費用8億1,647万7千円を削除する修
正案が引地議員より提出され、賛成多数で修正案を可決しました。

　　　■事業内容 　二酸化炭素排出量削減、水銀灯及び一般蛍光灯の生産・販売等が中止とな
り、照明設備の取替が急務で、整備コストの縮減と質の確保のため「ローカ
ルPFI（以下PFIとする）」を採用して公共施設等のLED化事業を行う。

※ローカルPFIとは

●�地域経済・社会により多くのメリットを
もたらすことを志向するコンセプト。
●�財政負担軽減（VFM）に加え、自治体・
民間の創意工夫による多様な効果に焦点。

※通常事業と何が違う？（事業期間12年）
事業費は、（整備費＋維持管理費＋利息）で構成される。
　■PFI方式：8億1,647万円（5億25万円＋2億5,842万円＋5,780万円）
　　◎地域経済活性化と、町財政負担軽減。�}PFIのメリット　　◎地域経済、地域事業者保護。
　■通常事業(維持管理費含む)：8億4,596万円(5億3,207万円＋2億7,031万円＋4,357万円）
　■通常事業(維持管理費なし)：5億7,565万円(5億3,207万円＋� 0万円＋�4,357万円)

１月22日の臨時会では、
令和６年度一般会計補正予算をはじめ、13件の議案等を審議しました。

1月
臨時会

S P C

地方公共団体

設計会社 建設会社 維持管理会社 運営会社

金
融
機
関 出資者

契約

出資

配当

発注発注発注発注

融資

直接協定
（ダイレクトアグリーメント）

（特別目的会社）

一括して
性能発注で
長期契約で何がメリットなのか、

わかりにくいなあ？

PFIは維持管理費が必要ですが、
メリットの方が多いですよ。

通常事業だと、維持管理費が不要では？
維持管理が無ければ、事業費を削減できる。
地元事業者の参加可能性が不透明で、
地域経済への有効性が担保されているか？
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問 地元事業者の参入への対応は、しているか。

答 町電気事業者組合とも打ち合わせをし、
町内指名業者６事業者のうち４事業者の参

入意向を確認している。

問 指名業者６事業者以外の小規模事業者の本
事業への参入はどうなるのか。町内事業者

への丁寧な説明が必要ではないか。

答 小規模事業者の皆さんで構成するグループ
の中に指名業者が入っていれば、本事業へ

の参入は可能である。
　周知としては、ホームページへの掲載とサウン
ディング調査を実施して、改めて説明会を実施す
る。

問 地域経済循環を考えるとマイナス要因の方
が大きいのではないか。

答 地元事業者が関わっているかを参入率・還
流率を用いて評点し、入札を行う。地元事

業者が有利で、地域経済循環を優先した事業とな
っている。

公共施設等照明LED化事業（総事業費 　　　
8億1,647万円）を

削除する修正案が提出、賛成多数で可決

蛍光灯からLED蛍光灯からLED
今、那智勝浦町に必要な事業か！今、那智勝浦町に必要な事業か！

修正動議

引地　稔治　議員

賛成８賛成８：：反対２反対２

【提案理由】
　制度的に町内事業者が参加可能であることは理解できるが、『元請け』『下
請け』の関係性が発生する本事業は、町内事業者が下請けとなり、不利益
になると考えられる。
　町内事業者が対応できない大きな工事であるならば仕方ないが、対応可
能な小さな工事は、できるだけ町内事業者に発注してもらいたい。
　通常事業として各課で発注すれば、10年間の維持管理費2億7千万円
を削減できる。

城本 東 吾妻 勝山 西

津本 引地 加藤 松本 藤社



那智勝浦町議会だより　1月臨時会・3月定例会号7

問 地元事業者の参入への対応は、しているか。

答 町電気事業者組合とも打ち合わせをし、
町内指名業者６事業者のうち４事業者の参

入意向を確認している。

問 指名業者６事業者以外の小規模事業者の本
事業への参入はどうなるのか。町内事業者

への丁寧な説明が必要ではないか。

答 小規模事業者の皆さんで構成するグループ
の中に指名業者が入っていれば、本事業へ

の参入は可能である。
　周知としては、ホームページへの掲載とサウン
ディング調査を実施して、改めて説明会を実施す
る。

問 地域経済循環を考えるとマイナス要因の方
が大きいのではないか。

答 地元事業者が関わっているかを参入率・還
流率を用いて評点し、入札を行う。地元事

業者が有利で、地域経済循環を優先した事業とな
っている。

公共施設等照明LED化事業（総事業費 　　　
8億1,647万円）を

削除する修正案が提出、賛成多数で可決

蛍光灯からLED蛍光灯からLED
今、那智勝浦町に必要な事業か！今、那智勝浦町に必要な事業か！

修正動議

引地　稔治　議員

賛成８賛成８：：反対２反対２

【提案理由】
　制度的に町内事業者が参加可能であることは理解できるが、『元請け』『下
請け』の関係性が発生する本事業は、町内事業者が下請けとなり、不利益
になると考えられる。
　町内事業者が対応できない大きな工事であるならば仕方ないが、対応可
能な小さな工事は、できるだけ町内事業者に発注してもらいたい。
　通常事業として各課で発注すれば、10年間の維持管理費2億7千万円
を削減できる。

城本 東 吾妻 勝山 西

津本 引地 加藤 松本 藤社



那智勝浦町議会だより　No.49 　2025.5.20 発行 8

議案の採決状況一覧� 令和７年第１回定例会で審議された議案は以下のとおりです
（○賛成　×反対　議長は採決に加わらない）

氏　名　
　議　案

引
地
稔
治

吾
妻
正
崇

城
本
和
男

曽
根
和
仁

藤
社
和
美

西
　
太
吉

加
藤
康
高

東
　
信
介

松
本
和
彦

津
本
芳
光

勝
山
則
子

議決結果
（賛成：反対）

令和７年度一般会計予算 ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 可決（９：１）
令和７年度国民健康保険事業費特別会計予算 ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 可決（９：１）
令和７年度後期高齢者医療事業費特別会計予算 ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 可決（９：１）
令和７年度土地取得事業費特別会計予算 ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決（全会一致）
令和７年度育英奨学金貸与事業費特別会計予算 ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決（全会一致）
令和７年度介護保険事業費特別会計予算 ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決（全会一致）
令和７年度那智勝浦町・太地町介護認定審査会�
共同設置事業費特別会計予算 ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決（全会一致）

令和７年度勝浦地方卸売市場事業費特別会計予算 ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決（全会一致）
令和７年度水道事業会計予算 ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決（全会一致）
令和７年度下水道事業会計予算 ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決（全会一致）
令和７年度町立温泉病院事業会計予算 ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決（全会一致）
職員旅費条例 欠 ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決（全会一致）
町長、副町長及び教育長の給料その他の給与条例等の�
一部を改正する条例 欠 ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決（全会一致）

職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例 欠 ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決（全会一致）
刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の�
整理に関する条例 欠 ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決（全会一致）

手数料条例の一部を改正する条例 欠 ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決（全会一致）
国民健康保険税条例の一部を改正する条例 欠 ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決（全会一致）
家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める�
条例の一部を改正する条例 欠 ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決（全会一致）

保育所条例の一部を改正する条例 欠 ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決（全会一致）
水産鮮度保持施設等維持基金設置条例 欠 ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決（全会一致）
企業版ふるさと納税基金設置条例 欠 ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決（全会一致）
公営住宅管理条例の一部を改正する条例 欠 ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決（全会一致）
職員定数条例の一部を改正する条例 欠 ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決（全会一致）
非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の�
一部を改正する条例 欠 ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決（全会一致）

職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 欠 ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決（全会一致）
令和６年度一般会計補正予算（第９号） 欠 ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決（全会一致）
令和６年度国民健康保険事業費特別会計補正予算（第５号） 欠 ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 可決（８：１）
令和６年度後期高齢者医療事業費特別会計補正予算（第１号） 欠 ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決（全会一致）
令和６年度土地取得事業費特別会計補正予算（第１号） 欠 ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決（全会一致）
令和６年度介護保険事業費特別会計補正予算（第４号） 欠 ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決（全会一致）
令和６年度町立温泉病院事業会計補正予算（第３号） 欠 ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決（全会一致）
財産の取得について 欠 ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決（全会一致）
財産の取得について 欠 ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決（全会一致）
令和７年度一般会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決（全会一致）
新クリーンセンター建設工事請負契約の変更について ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決（全会一致）
議会の個人情報の保護に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決（全会一致）
議会傍聴人規則の一部を改正する規則 ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決（全会一致）

〇監査委員の選任について　⇒　�丸本　昇　氏（下里）の選任に同意
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議案の採決状況一覧 令和７年第１回臨時会で審議された議案は以下のとおりです
（○賛成　×反対　議長は採決に加わらない）

氏　名　
　議　案

引
地
稔
治

吾
妻
正
崇

城
本
和
男

曽
根
和
仁

藤
社
和
美

西
　
太
吉

加
藤
康
高

東
　
信
介

松
本
和
彦

津
本
芳
光

勝
山
則
子

議決結果
（賛成：反対）

職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決（全会一致）
議会の議員の議員報酬及び費用弁償に関する条例の
一部を改正する条例 ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決（全会一致）

町長、副町長及び教育長の給料その他の給与条例の
一部を改正する条例 ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決（全会一致）

一般職の任期付職員の採用及び給与の特例に関する条例の
一部を改正する条例 ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決（全会一致）

会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の
一部を改正する条例 ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決（全会一致）

職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の
一部を改正する条例 ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決（全会一致）

地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う
関係条例の整備に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決（全会一致）

令和６年度一般会計補正予算（第８号）�修正案 ○ ○ ○ - × × ○ ○ ○ ○ ○ 可決（８：２）
令和６年度一般会計補正予算（第８号）�修正案を除く部分 ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決（全会一致）
令和６年度国民健康保険事業費特別会計補正予算（第４号）○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決（全会一致）
令和６年度介護保険事業費特別会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決（全会一致）
令和６年度水道事業会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決（全会一致）
令和６年度下水道事業会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決（全会一致）
令和６年度町立温泉病院事業会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決（全会一致）

ここを問いたい ３月定例会
一般質問

◆一般質問とは◆
議員が町の行財政全般にわたり、事務の執行状況や将来に対する方針等について所信を聞き、報告

や説明を求め疑問点を質す大事な議員活動の場です。

※�各ページ議員顔写真右下のQRコードを読み取ることにより、各議員の一般質問動画を見ることがで
きます。

○津本　芳光　議員　（10ページ）
　◇商品券などの物価対策で住みやすい町づくりを

○城本　和男　議員　（11ページ）
　◇大学の設立申し出について、町の対応は

○藤社　和美　議員　（12ページ）
　◇創業支援制度、事業対象を柔軟に

○松本　和彦　議員　（13ページ）
　◇長期休校中等の給食提供・暑さ対策のための
　　学校開放について

○吾妻　正崇　議員　（14ページ）
　◇ニュータウン汚水処理施設�町のできることは？

○西　　太吉　議員　（15ページ）
　◇ふるさと納税の現状は

○加藤　康高　議員　（16ページ）
　◇観光振興を活性化するためにも宿泊税の導入を

○東　　信介　議員　（17ページ）
　◇津波の後のガレキの道�救急体制は大丈夫か？

※一般質問に関する記事は質問者本人が作成しています。
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議案の採決状況一覧 令和７年第１回臨時会で審議された議案は以下のとおりです
（○賛成　×反対　議長は採決に加わらない）
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議決結果
（賛成：反対）

職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決（全会一致）
議会の議員の議員報酬及び費用弁償に関する条例の
一部を改正する条例 ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決（全会一致）

町長、副町長及び教育長の給料その他の給与条例の
一部を改正する条例 ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決（全会一致）

一般職の任期付職員の採用及び給与の特例に関する条例の
一部を改正する条例 ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決（全会一致）

会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の
一部を改正する条例 ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決（全会一致）

職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の
一部を改正する条例 ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決（全会一致）

地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う
関係条例の整備に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決（全会一致）

令和６年度一般会計補正予算（第８号）�修正案 ○ ○ ○ - × × ○ ○ ○ ○ ○ 可決（８：２）
令和６年度一般会計補正予算（第８号）�修正案を除く部分 ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決（全会一致）
令和６年度国民健康保険事業費特別会計補正予算（第４号）○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決（全会一致）
令和６年度介護保険事業費特別会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決（全会一致）
令和６年度水道事業会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決（全会一致）
令和６年度下水道事業会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決（全会一致）
令和６年度町立温泉病院事業会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決（全会一致）

ここを問いたい ３月定例会
一般質問

◆一般質問とは◆
議員が町の行財政全般にわたり、事務の執行状況や将来に対する方針等について所信を聞き、報告

や説明を求め疑問点を質す大事な議員活動の場です。

※�各ページ議員顔写真右下のQRコードを読み取ることにより、各議員の一般質問動画を見ることがで
きます。

○津本　芳光　議員　（10ページ）
　◇商品券などの物価対策で住みやすい町づくりを

○城本　和男　議員　（11ページ）
　◇大学の設立申し出について、町の対応は

○藤社　和美　議員　（12ページ）
　◇創業支援制度、事業対象を柔軟に

○松本　和彦　議員　（13ページ）
　◇長期休校中等の給食提供・暑さ対策のための
　　学校開放について

○吾妻　正崇　議員　（14ページ）
　◇ニュータウン汚水処理施設�町のできることは？

○西　　太吉　議員　（15ページ）
　◇ふるさと納税の現状は

○加藤　康高　議員　（16ページ）
　◇観光振興を活性化するためにも宿泊税の導入を

○東　　信介　議員　（17ページ）
　◇津波の後のガレキの道�救急体制は大丈夫か？

※一般質問に関する記事は質問者本人が作成しています。
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町
民
の
生
活
を
守
る
に
は

質
問
　
物
価
高
騰
の
中
、
公

共
料
金
の
値
上
げ
が
相
次
い

だ
。
町
民
生
活
を
守
る
た
め

商
品
券
な
ど
の
施
策
を
。

答
弁
（
総
務
課
長
）

生
活
支
援
対
策
に
つ
い
て
、

各
課
よ
り
事
業
提
案
し
て
も

ら
い
、
６
月
議
会
に
て
予
算

措
置
し
た
い
。

質
問
　
長
期
総
合
計
画
の
ア

ン
ケ
ー
ト
は
町
民
生
活
が
分

か
る
形
で
、
実
態
を
踏
ま
え

た
町
づ
く
り
を
。

答
弁
（
観
光
企
画
課
長
）

色
々
な
意
見
を
聞
き
、
計

画
を
策
定
し
た
い
。

若
い
移
住
者
に
よ
る

「
色
川
山
里
ラ
ジ
オ
」

質
問
　「
色
川
山
里
ラ
ジ
オ
」

を
独
自
に
発
信
し
、
全
国
に

本
町
や
色
川
へ
の
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
客
も
紹
介
。
色
川
出
張

所
の
紹
介
も
あ
り
、
出
張
所

の
必
要
性
を
感
じ
る
。
地
域

に
密
着
し
た
人
材
の
配
置
を
。

答
弁
（
総
務
課
長
）

出
張
所
は
外
部
委
託
を
考

え
て
い
る
が
、
地
域
の
意
見

も
聞
い
て
考
え
る
。

弁
天
島
の
紹
介
と

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を

質
問
　
弁
天
島
へ
20
数
年
ぶ

り
に
正
月
に
渡
る
こ
と
が
で

き
た
が
、
そ
う
し
た
情
報
発

信
が
な
い
。
ま
た
、
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
し
て
観
光
誘
客
を
図

っ
て
は
。

答
弁
（
観
光
企
画
課
長
）

安
全
確
保
の
面
か
ら
案
内

は
難
し
い
。
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

は
、
環
境
省
の
許
可
と
関
係

各
所
と
の
調
整
が
必
要
。

「
道
の
駅
」
は

世
界
遺
産
の
入
り
口

質
問
　
道
の
駅
、
那
智
の
浜

は
熊
野
古
道
の
入
り
口
。
第

10
次
長
期
総
合
計
画
で
「
道

の
駅
」
は
観
光
客
に
と
っ
て

魅
力
の
あ
る
施
設
に
と
あ
る
。

ま
た
、
丹
敷
の
湯
は
、
福
祉

の
観
点
か
ら
も
必
要
。

答
弁
（
農
林
水
産
課
長
）

指
定
管
理
等
を
含
め
、
民

間
の
力
を
借
り
て
道
の
駅
全

体
を
活
気
づ
け
て
い
た
だ
き

た
い
。
町
と
し
て
も
一
緒
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

商
品
券
な
ど
の
物
価
対
策
で

住
み
や
す
い
町
づ
く
り
を

総
務
課
長��

町
民
の
生
活
支
援
対
策
に
つ
い
て

現
在
検
討
中

津本　芳光　議員

色川出張所の存続を

観光スポットでもある弁天島

一 般 質 問

那智勝浦町議会だより　1月臨時会・3月定例会号11

大
学
の
設
立
申
し
出
に

つ
い
て
、
町
の
対
応
は

質
問
　
旧
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
へ

の
大
学
設
立
の
申
し
出
は
少

子
化
過
疎
化
が
進
む
な
か
大

変
あ
り
が
た
い
。
町
長
も
同

じ
気
持
ち
だ
と
思
う
が
、
こ

の
件
は
町
民
に
あ
ま
り
説
明

さ
れ
て
い
な
い
。
申
し
出
に

対
す
る
町
の
対
応
は
十
分
だ

っ
た
か
。

答
弁
（
総
務
課
長
）

令
和
６
年
５
月
に
準
備
団

体
か
ら
要
望
が
あ
っ
た
。
公

募
が
前
提
だ
が
本
町
部
分
の

土
地
（
一
部
）
や
建
物
の
無

償
貸
与
は
で
き
る
と
、
す
ぐ

に
回
答
し
て
い
る
。

質
問
　
本
町
は
旧
グ
リ
ー
ン

ピ
ア
の
広
い
山
林
部
分
を
所

有
す
る
が
、
大
学
建
設
予
定

の
開
け
た
と
こ
ろ
は
隣
町
の

所
有
で
あ
る
。
多
く
の
皆
さ

ん
に
誤
解
さ
れ
て
い
な
い
か
。

答
弁
（
総
務
課
長
）

計
画
は
示
さ
れ
て
い
な
い

が
、
活
用
さ
れ
る
予
定
だ
っ

た
ホ
テ
ル
棟
も
隣
町
と
の
共

有
に
な
っ
て
い
る
。

道
の
駅
６
０
０
万
円
の

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社

委
託
予
算
は

無
駄
で
な
か
っ
た
か

質
問
　
議
員
の
多
く
が
無
駄

で
あ
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
（
以

下
「
コ
ン
サ
ル
」）
は
地
域

や
利
用
者
の
声
を
聞
い
て
い

な
い
。
成
果
も
な
く
、
単
に

丹
敷
の
湯
を
閉
め
る
た
め
の

委
託
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

議
会
の
答
弁
で
コ
ン
サ
ル
結

果
の
報
告
会
を
実
施
す
る
と

言
っ
た
が
、
い
つ
行
う
の
か
。

答
弁
（
農
林
水
産
課
長
）

方
向
性
が
出
れ
ば
地
元
へ

の
報
告
は
必
要
と
考
え
て
い

る
。

要
望
　
町
当
局
の
信
頼
を
な

く
す
こ
と
に
な
る
の
で
、
議

場
で
答
弁
し
た
こ
と
は
守
っ

て
も
ら
い
た
い
。

　
ま
た
、
空
き
家
や
防

災
対
策
な
ど
、
各
地
域

の
実
情
に
あ
っ
た
集
落

支
援
員
等
の
配
置
を
要

望
し
ま
し
た
。

大
学
の
設
立
申
し
出
に
つ
い
て
、

町
長
は
賛
成
か

町
長��

地
域
に
高
等
教
育
機
関
が

く
る
こ
と
は
賛
成
で
す

城本　和男　議員

「道の駅の今後の活用を考える」とコン
サル委託したが、丹敷の湯を閉める理
由づけをしただけになってしまった。
議会での約束通り委託の結果を町民や
利用者に説明すべきである。

町幹部と議員だけに配布された
コンサルの報告書

新宮市や太地町でも運営している温泉施設、温泉の町
那智勝浦町でなぜできないのか、なぜやらないのか？
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大
学
の
設
立
申
し
出
に

つ
い
て
、
町
の
対
応
は

質
問
　
旧
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
へ

の
大
学
設
立
の
申
し
出
は
少

子
化
過
疎
化
が
進
む
な
か
大

変
あ
り
が
た
い
。
町
長
も
同

じ
気
持
ち
だ
と
思
う
が
、
こ

の
件
は
町
民
に
あ
ま
り
説
明

さ
れ
て
い
な
い
。
申
し
出
に

対
す
る
町
の
対
応
は
十
分
だ

っ
た
か
。

答
弁
（
総
務
課
長
）

令
和
６
年
５
月
に
準
備
団

体
か
ら
要
望
が
あ
っ
た
。
公

募
が
前
提
だ
が
本
町
部
分
の

土
地
（
一
部
）
や
建
物
の
無

償
貸
与
は
で
き
る
と
、
す
ぐ

に
回
答
し
て
い
る
。

質
問
　
本
町
は
旧
グ
リ
ー
ン

ピ
ア
の
広
い
山
林
部
分
を
所

有
す
る
が
、
大
学
建
設
予
定

の
開
け
た
と
こ
ろ
は
隣
町
の

所
有
で
あ
る
。
多
く
の
皆
さ

ん
に
誤
解
さ
れ
て
い
な
い
か
。

答
弁
（
総
務
課
長
）

計
画
は
示
さ
れ
て
い
な
い

が
、
活
用
さ
れ
る
予
定
だ
っ

た
ホ
テ
ル
棟
も
隣
町
と
の
共

有
に
な
っ
て
い
る
。

道
の
駅
６
０
０
万
円
の

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社

委
託
予
算
は

無
駄
で
な
か
っ
た
か

質
問
　
議
員
の
多
く
が
無
駄

で
あ
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
（
以

下
「
コ
ン
サ
ル
」）
は
地
域

や
利
用
者
の
声
を
聞
い
て
い

な
い
。
成
果
も
な
く
、
単
に

丹
敷
の
湯
を
閉
め
る
た
め
の

委
託
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

議
会
の
答
弁
で
コ
ン
サ
ル
結

果
の
報
告
会
を
実
施
す
る
と

言
っ
た
が
、
い
つ
行
う
の
か
。

答
弁
（
農
林
水
産
課
長
）

方
向
性
が
出
れ
ば
地
元
へ

の
報
告
は
必
要
と
考
え
て
い

る
。

要
望
　
町
当
局
の
信
頼
を
な

く
す
こ
と
に
な
る
の
で
、
議

場
で
答
弁
し
た
こ
と
は
守
っ

て
も
ら
い
た
い
。

　
ま
た
、
空
き
家
や
防

災
対
策
な
ど
、
各
地
域

の
実
情
に
あ
っ
た
集
落

支
援
員
等
の
配
置
を
要

望
し
ま
し
た
。

大
学
の
設
立
申
し
出
に
つ
い
て
、

町
長
は
賛
成
か

町
長��
地
域
に
高
等
教
育
機
関
が

く
る
こ
と
は
賛
成
で
す

城本　和男　議員

「道の駅の今後の活用を考える」とコン
サル委託したが、丹敷の湯を閉める理
由づけをしただけになってしまった。
議会での約束通り委託の結果を町民や
利用者に説明すべきである。

町幹部と議員だけに配布された
コンサルの報告書

新宮市や太地町でも運営している温泉施設、温泉の町
那智勝浦町でなぜできないのか、なぜやらないのか？
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空
き
店
舗
活
用
事
業

質
問
　
町
が
進
め
る
事
業
支

援
は
空
き
店
舗
活
用
事
業
、

体
験
型
観
光
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
事
業
が
あ
る
が
ど
ち
ら
も

観
光
に
寄
与
し
た
も
の
で
な

い
と
対
象
に
な
ら
な
い
。
町

民
に
必
要
な
町
内
の
店
舗
が

減
少
す
る
中
、
制
度
の
見
直

し
や
枠
組
み
の
拡
充
が
必
要

で
は
な
い
か
。

答
弁
（
観
光
企
画
課
長
）

先
進
事
例
も
み
て
、
地
域

の
課
題
解
決
に
な
る
も
の
に

は
対
象
を
拡
げ
て
、
商
工
会

と
も
連
携
を
し
て
い
く
。

犬
及
び
猫
の
避
妊
・
去
勢

手
術
補
助
制
度
の
創
設

質
問
　
あ
る
地
域
で
は
捨
て

猫
が
繁
殖
を
繰
り
返
し
問
題

と
な
っ
て
い
る
。
公
衆
衛
生

や
発
災
後
に
お
け
る
過
剰
繁

殖
の
観
点
か
ら
、
補
助
制
度

が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
弁
（
住
民
課
長
）

発
災
後
の
繁
殖
や
無
秩
序

な
餌
や
り
も
存
じ
て
い
る
。

意
識
の
低
い
方
が
制
度
を
利

用
し
て
く
れ
る
か
疑
問
が
あ

る
。
ま
ず
は
動
物
愛
護
の
精

神
や
、
県
の
取
組
み
を
啓
発

し
て
い
く
。

こ
ど
も
食
堂
が
当
町
で

な
ぜ
進
ま
な
い
の
か

質
問
　
県
内
で
１
１
０
件
、

新
宮
市
で
は
す
で
に
８
件
の

団
体
が
実
施
し
て
い
る
。
こ

ど
も
食
堂
推
進
補
助
金
や
場

所
の
相
談
等
の
応
援
体
制
が

整
備
さ
れ
て
い
る
。
こ
ど
も

食
堂
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
再
生
、
地
域
防
災
力
の
向

上
に
繋
が
る
も
の
で
あ
り
当

町
で
も
応
援
体
制
を
。

答
弁
（
町
長
）

民
間
か
ら
声
が
上
が
る
な

ら
支
援
し
て
い
く
。

創
業
支
援
制
度
、
事
業
対
象
を
柔
軟
に

町
長���
観
光
業
に
限
定
せ
ず
支
援
し
て
い
く

観光以外の事業者にも支援を

人にも動物にも優しい町に

藤社　和美　議員

一 般 質 問
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長
期
休
校
中
等
の
給
食
提
供
・
暑
さ
対
策
の

た
め
の
学
校
開
放
に
つ
い
て
町
長
の
考
え
は
！

町
長

答
弁
無
し

教
育
長

安
全
確
保
対
応
策
等
を
検
討
す
る

松本　和彦　議員

実
施
に
む
け
た
進
捗
は

い
か
が
か

質
問
　
長
期
休
校
中
の
給
食

の
提
供
と
、
学
校
施
設
の
開

放
に
向
け
た
進
捗
状
況
は
。

答
弁
（
教
育
次
長
）

給
食
の
提
供
は
、
先
進
事

例
の
中
で
学
童
保
育
に
関
す

る
給
食
提
供
が
あ
る
の
で
、

検
討
し
て
い
る
。
学
校
施
設

の
活
用
に
つ
い
て
は
学
校
長

の
心
配
事
項
と
し
て
安
全
管

理
・
責
任
の
所
在
・
空
き
教

室
等
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

質
問
　
近
年
の
暑
さ
は
、
命

に
危
険
を
お
よ
ぼ
す
た
め
、

ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
と

し
て
学
校
施
設
の
活
用
が
必

要
と
考
え
る
が
、
管
理
は
町

で
あ
る
た
め
、
可
能
と
思
う

が
い
か
が
か
。

答
弁
（
教
育
次
長
）

不
特
定
多
数
の
人
が
入
る

の
は
、
学
校
の
安
全
管
理
上

心
配
で
あ
る
。
学
校
教
育
に

支
障
が
出
な
い
こ
と
が
基
本

で
あ
る
の
で
、
話
し
合
い
を

し
て
い
く
。

質
問
　
酷
暑
を
乗
り
越
え
る

た
め
、
町
と
し
て
一
歩
踏
み

込
ん
だ
取
組
み
を
お
願
い
し

た
い
。

答
弁
（
教
育
長
）

施
設
の
安
全
管
理
が
課
題

で
、
学
校
の
危
機
に
対
す
る

予
防
、
予
知
及
び
予
測
が
大

切
。
安
全
確
保
対
応
策
等
を

ど
う
す
る
か
を
構
造
設
計
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

要
望
　
す
ぐ
に
夏
に
な
り
、

命
に
危
険
を
及
ぼ
す
時
期
に

な
る
。
子
供
た
ち
の
命
を
守

る
取
組
み
と
し
て
前
向
き
に

検
討
い
た
だ
き
た
い
。

【
そ
の
他
】

●
予
算
対
比
１
％
未
満
で
商

品
券
配
布
事
業
が
可
能
で
あ

る
。
思
い
や
り
と
し
て
、
検

討
し
て
ほ
し
い
。
　
　
　

●
小
規
模
事
業
者
利
子
補
給

制
度
の
見
直
し
。

●
勝
浦
湾
で
の
花
火
は
、
民

間
事
業
者
が
実
施
し
て
い
る

の
で
、
行
政
で
実
施
す
る
の

で
は
な
く
、
福
祉
対
策
等
行

政
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
を

充
実
さ
せ
て
ほ
し
い
。

町内、小学生・中学生に常に給食提供が
必要でないか。
『子は宝』子供たちを夏の暑さから守る仕
組みづくりを！
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あ
る
。
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ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
汚
水
処
理

施
設
の
民
事
再
生
手
続
き

開
始

質
問
　
町
の
で
き
る
こ
と
は
。

答
弁
（
水
道
課
長
）

民
間
事
業
者
が
行
っ
て
い

る
汚
水
処
理
事
業
の
た
め
、

汚
水
処
理
施
設
の
構
成
や
設

備
内
容
、
財
務
等
の
状
況
を

把
握
し
て
い
な
い
。
町
民
の

大
多
数
が
自
分
で
合
併
処
理

浄
化
槽
を
設
置
管
理
し
て
い

る
現
状
が
あ
り
、
行
政
と
し

て
は
公
平
性
の
観
点
か
ら
、

い
か
ん
と
も
し
が
た
い
状
況

で
あ
る
。

質
問
　
考
え
ら
れ
る
最
終
的

な
シ
ナ
リ
オ
は
。

答
弁
（
水
道
課
長
）

ま
ず
は
、
住
民
の
皆
様
と

事
業
者
が
十
分
話
し
合
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
肝
要
。
最

終
ど
う
な
る
か
を
判
断
す
る

の
は
致
し
か
ね
る
。

要
望
　
公
平
性
の
観
点
は
理

解
で
き
る
が
、
大
変
な
問
題

な
の
で
検
討
を
お
願
い
し
た

い
。八

潮
市
の
道
路
陥
没
事
故

を
う
け
て

質
問
　
当
町
で
の
陥
没
事
故

の
発
生
状
況
は
。

答
弁
（
建
設
課
長
）

件
数
は
把
握
し
て
い
な
い

が
、
平
成
29
年
に
朝
日
地
内

で
大
き
な
陥
没
事
故
が
発
生

し
た
。

質
問
　
事
故
の
原
因
は
。

答
弁
（
建
設
課
長
）

排
水
路
の
破
損
が
原
因
で
、

土
砂
が
流
出
し
た
と
考
え
て

い
る
。

質
問
　
事
故
以
降
の
対
策
は
。

答
弁
（
建
設
課
長
）

陥
没
事
故
を
未
然
に
防
ぐ

た
め
、
２
年
に
一
度
、
陥
没

の
あ
っ
た
箇
所
や
排
水
管
の

あ
る
地
域
を
中
心
に
特
殊
な

電
磁
波
で
路
面
下
空
洞
調
査

を
実
施
し
て
い
る
。
令
和
７

年
度
で
４
回
目
と
な
る
。

質
問
　
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
団
地

の
道
路
は
民
間
業
者
か
ら
引

き
渡
さ
れ
た
が
、
調
査
範
囲

内
に
な
る
の
か
。

答
弁
（
建
設
課
長
）

路
面
下
空
洞
調
査
の
対
象

内
と
な
る
。

　
紙
面
に
は
収
ま
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
他
に

「
水
道
管
の
取
替
工
事

計
画
」「
学
童
保
育
利

用
者
の
声
へ
の
対
応
」

「
地
元
の
文
化
継
承
」

「
物
価
高
へ
の
対
応
」

「
消
防
の
未
来
像
」
に

つ
い
て
質
問
を
行
い
ま

し
た
。

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
汚
水
処
理
施
設

町
の
で
き
る
こ
と
は
？

水
道
課
長

公
平
性
の
観
点
か
ら

い
か
ん
と
も
し
が
た
い
状
況

走行しながら電磁波で地中の空洞
を調査できるスケルカー

吾妻　正崇　議員

一 般 質 問

那智勝浦町議会だより　1月臨時会・3月定例会号15

ふ
る
さ
と
納
税

質
問
　
大
谷
翔
平
選
手
の
お

か
げ
で
勝
浦
産
生
ま
ぐ
ろ
が

注
目
さ
れ
て
い
る
。
今
が
最

大
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。
当

局
と
し
て
ど
う
活
か
し
て
い

く
か
。

答
弁
（
観
光
企
画
課
長
）

返
礼
品
に
寄
付
額
１
０
０

万
円
で
ま
ぐ
ろ
出
前
解
体
が

あ
り
、
年
に
４
〜
５
件
実
績

が
あ
る
。
今
後
、
人
気
の
返

礼
品
と
し
て
い
き
た
い

体
育
文
化
会
館
・

旧
浦
神
小
学
校
の
公
園
化

質
問
　
体
育
文
化
会
館
敷
地

内
の
公
園
化
と
遊
具
設
置
は

ど
う
す
る
の
か
。

答
弁
（
建
設
課
長
）

子
育
て
世
代
の
保
護
者
に

ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
複
合

遊
具
や
健
康
遊
具
な
ど
近
隣

周
辺
に
は
な
い
イ
ン
パ
ク
ト

の
あ
る
公
園
に
し
て
い
き
た

い
。

質
問
　
旧
浦
神
小
学
校
に
つ

い
て
も
公
園
化
を
図
る
と
と

も
に
、
親
し
み
や
す
い
名
称

を
考
え
て
は
。

答
弁
（
町
長
）

地
元
の
意
見
を
参
考
に

「
浦
神
テ
ラ
ス
」
等
親
し
み

の
あ
る
名
称
に
し
て
い
き
た

い
。出

張
所
事
務
の
外
部
委
託

質
問
　
令
和
５
年
12
月
議
会

で
提
案
し
た
出
張
所
事
務
の

外
部
委
託
は
、
そ
の
後
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

答
弁
（
総
務
課
長
）

町
内
11
か
所
に
あ
る
郵
便

局
へ
の
委
託
を
検
討
し
て
い

る
。
郵
便
局
代
表
者
と
受
託

可
能
な
事
務
や
通
信
環
境
の

整
備
に
つ
い
て
協
議
や
情
報

交
換
を
行
っ
て
い
る
。
役
場

へ
の
連
絡
引
継
ぎ
の
検
討
が

必
要
で
あ
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
現
状
は

観
光
企
画
課
長��

ま
ぐ
ろ
出
前
解
体

今
後
の
人
気
返
礼
品
に

大迫力のまぐろ出前解体

西　　太吉　議員町内４か所にある役場出張所
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。
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あ
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光
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０
０
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５
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績
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後
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る
。
郵
便
局
代
表
者
と
受
託

可
能
な
事
務
や
通
信
環
境
の

整
備
に
つ
い
て
協
議
や
情
報

交
換
を
行
っ
て
い
る
。
役
場

へ
の
連
絡
引
継
ぎ
の
検
討
が

必
要
で
あ
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
現
状
は

観
光
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西　　太吉　議員町内４か所にある役場出張所
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質
問
　
和
歌
山
県
議
会
で
も

取
り
上
げ
ら
れ
た
が
、
本
町

は
宿
泊
税
の
導
入
を
考
え
て

い
る
の
か
。

答
弁
（
観
光
企
画
課
長
）

宿
泊
税
の
導
入
に
つ
い
て

は
、
和
歌
山
県
で
も
研
究
さ

れ
て
い
る
。
本
町
も
目
的
や

問
題
点
、
導
入
に
向
け
て
の

進
め
方
や
、
制
度
設
計
の
課

題
を
整
理
し
な
が
ら
研
究
を

進
め
て
行
く
。

町
財
産
の
活
用
方
法

質
問
　
シ
ー
ハ
ウ
ス
熊
野
灘

の
今
後
は
。

答
弁
（
農
林
水
産
課
長
）

現
在
、
一
般
競
争
入
札
に

よ
る
売
却
に
向
け
て
の
不
動

産
鑑
定
を
実
施
し
て
い
る
。

結
果
が
出
れ
ば
速
や
か
に
入

札
を
実
施
し
、
公
告
期
間
は

４
週
間
程
度
、
そ
の
後
、
２

週
間
程
度
を
目
途
に
入
札
を

考
え
て
い
る
。

質
問
　
入
札
が
不
成
立
に
な

っ
た
場
合
は
。

答
弁
（
農
林
水
産
課
長
）

他
の
自
治
体
の
事
例
を
参

考
に
し
な
が
ら
入
札
条
件
の

見
直
し
を
行
う
。

質
問
　
道
の
駅
な
ち
の
指
定

管
理
に
向
け
た
サ
ウ
ン
デ
ィ

ン
グ
調
査
が
実
施
さ
れ
て
い

る
が
、
指
定
管
理
を
受
け
る

団
体
が
丹
敷
の
湯
の
営
業
継

続
を
選
択
し
た
場
合
、
浴
室

の
タ
イ
ル
等
の
修
繕
は
ど
う

な
る
の
か
。

答
弁
（
農
林
水
産
課
長
）

施
設
修
繕
や
機
器
更
新
を

行
い
、
温
泉
施
設
も
通
常
運

転
で
き
る
状
態
で
指
定
管
理

を
お
願
い
す
る
。

答
弁
（
町
長
）

大
き
な
設
備
は
町
が
保
守

点
検
を
含
め
、
管
理
し
て
い

く
。

※
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
と

は
、
事
業
の
発
案
・
検
討
段

階
に
お
い
て
、
事
業
内
容
や

事
業
ス
キ
ー
ム
等
に
関
し
、

民
間
事
業
者
と
の
直
接
対
話

に
よ
り
、
民
間
事
業
者
の
意

見
や
新
た
な
事
業
提
案
の
把

握
を
行
う
も
の
。

観
光
振
興
を
活
性
化
す
る
た
め
に
も

宿
泊
税
の
導
入
を

町
長

イ
ン
フ
ラ
整
備
等
に
も
使
え
、
関
係
者
の

同
意
が
得
ら
れ
れ
ば
、
導
入
は
可
能

今後の有効活用に向けて
売却を目指した不動産鑑定を実施中

シーハウス熊野灘

道の駅なち 加藤　康高　議員
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災
害
時
に
お
け
る

救
急
体
制
の
確
保

こ
れ
ま
で
の
経
緯

前
回
の
一
般
質
問
で
、
消

防
本
部
か
ら
那
智
勝
浦
新
宮

道
路
ま
で
の
防
災
道
路
の
新

設
を
要
望
し
た
が
、
予
算
や

技
術
的
な
問
題
で
、
難
し
い

と
の
こ
と
で
視
点
を
変
え
て

質
問
す
る
。

質
問
津
波
の
後
の
ガ
レ
キ

処
理
、
救
急
体
制
及
び
国
や

県
の
緊
急
道
路
の
啓
開
作
業

は
大
丈
夫
か
。

答
弁
（
建
設
課
長
）

道
路
啓
開
作
業
と
は
緊
急

車
両
等
の
通
行
の
た
め
に
、

最
低
限
の
ガ
レ
キ
処
理
や
簡

易
な
段
差
修
正
を
行
い
、
救

援
ル
ー
ト
を
確
保
す
る
こ
と

を
言
う
。
県
の
道
路
啓
開
協

議
会
で
計
画
策
定
さ
れ
て
お

り
、
３
日
で
完
了
す
る
予
定
。

答
弁
（
消
防
長
）

主
要
道
路
が
通
れ
な
い
場

合
は
、
ヘ
リ
な
ど
で
カ
バ
ー

す
る
。

命
の
道

３
日
も
か
か
る
の
か
？

質
問
　
ガ
レ
キ
で
閉
ざ
さ
れ

た
救
援
ル
ー
ト
を
県
の
啓
開

作
業
を
待
た
ず
に
町
で
重
機

を
持
っ
て
啓
開
で
き
な
い
か
。

答
弁
（
消
防
長
）

重
機
を
配
備
し
て
も
運
用

は
難
し
い
。

答
弁
（
総
務
課
長
）

重
機
の
配
備
に
つ
い
て
は
、

必
要
な
資
機
材
で
あ
れ
ば
検

討
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
建

設
業
組
合
等
と
の
協
定
も
あ

る
た
め
、
そ
ち
ら
で
も
で
き

る
限
り
対
応
し
た
い
。

津
波
が
来
て
も

町
立
病
院
は
大
丈
夫
？

質
問
　
町
立
温
泉
病
院
の
　

災
害
時
医
療
体
制
と
薬
剤
な

ど
は
大
丈
夫
か
。

答
弁
（
病
院
事
務
長
）

病
院
で
の
備
蓄
薬
剤
は
　

平
時
の
薬
剤
で
１
〜
２
週
間

分
。
災
害
時
の
薬
剤
は
災
害

指
定
病
院
な
の
で
、
１
４
７

種
類
の
薬
剤
を
用
意
し
て
い

る
。

津
波
の
後
の
ガ
レ
キ
の
道

救
急
体
制
は
大
丈
夫
か
？

総
務
課
長

ま
ず
は
国
や
県
の
啓
開
計
画
ど
お
り

地
元
業
者
の
作
業
を
待
つ

那智勝浦町消防本部

那智勝浦町立温泉病院

東　信介　議員
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増えつつある空き店舗活用

外国人観光客が順調に増加中

宇久井地区での磯根漁場再生事業で
投入されたクロメ

総務経済
常任委員会

今
年
度
の

今
年
度
の

�

わ
が
町
の
状
況

わ
が
町
の
状
況

空
き
店
舗
活
用
事
業

令
和
６
年
度
は
合
計
で
５

件
の
採
択
が
あ
り
、
３
店
舗

は
開
業
し
２
店
舗
は
準
備
中

で
す
。
新
し
い
店
舗
が
少
し

ず
つ
増
え
て
い
ま
す
。
今
年

も
新
規
開
業
の
店
舗
が
増
え

る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

宿
泊
者
の
状
況

令
和
５
年
度
と
比
較
す
る

と
約
１
２
０
％
と
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
特
に
外
国
人

観
光
客
は
約
１
５
５
％
増
加

し
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の

令
和
元
年
度
と
比
べ
て
も
順

調
に
回
復
し
て
い
ま
す
。
今

後
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

水
産
業
の
課
題

磯
枯
れ
の
状
況
を
打
破
す

る
た
め
に
、
宇
久
井
地
区
で

実
証
実
験
し
て
い
る
藻
場
の

育
成
事
業
を
令
和
７
年
度
に

は
那
智
地
区
に
お
い
て
も
実

施
す
る
予
定
で
す
。
委
員
会

と
し
て
も
藻
場
育
成
事
業
の

成
功
が
今
後
の
水
産
資
源
復

活
の
大
き
な
カ
ギ
に
な
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
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教育厚生
常任委員会

こ
ど
も
た
ち
の
学
び
の
場
、

こ
ど
も
た
ち
の
学
び
の
場
、

�

環
境
整
備
進
む

環
境
整
備
進
む

宇
久
井
中
学
校
の
校
舎
等

を
長
寿
命
化
改
修
へ

令
和
７
年
度
は
宇
久
井
中

学
校
の
長
寿
命
化
改
修
が
進

め
ら
れ
、
校
舎
と
体
育
館
が

細
部
ま
で
改
修
さ
れ
ま
す
。

事
業
は
、
令
和
８
年
度
と

２
ヶ
年
で
実
施
予
定
で
す
。

そ
の
他
、
令
和
６
年
度
中

に
は
宇
久
井
小
学
校
、
下
里

小
学
校
の
遊
具
取
り
換
え
工

事
が
完
了
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
サ

ッ
カ
ー
、
野
球
等
の
プ
ロ
選

手
を
招
き
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室

や
記
念
大
会
等
の
イ
ベ
ン
ト

を
引
き
続
き
開
催
す
る
と
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

オ
ペ
ラ
、
町
民
参
加
型
へ

舞
台
を
体
育
文
化
会
館
に

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
継

続
す
る
た
め
、
実
行
委
員
会

を
立
ち
上
げ
て
チ
ケ
ッ
ト
販

売
の
方
法
な
ど
を
検
討
し
、

販
路
も
広
げ
て
い
き
ま
す
。

フ
レ
イ
ル
予
防
の
短
期
集
中

通
所
サ
ー
ビ
ス
始
ま
る

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
要
支
援

状
態
の
方
を
対
象
に
行
い
、

自
己
能
力
の
改
善
に
取
り
組

む
も
の
で
要
介
護
が
必
要
に

な
ら
な
い
た
め
の
取
り
組
み

で
す
。

本
来
あ
る
べ
き
暮
ら
し
の

た
め
に
理
学
療
法
士
、
運
動

ト
レ
ー
ナ
ー
、
管
理
栄
養
士
、

言
語
聴
覚
士
が
か
か
わ
り
、

改
善
維
持
を
目
指
し
ま
す
。

※
フ
レ
イ
ル
と
は

健
康
な
状
態
と
要
介
護
の

中
間
の
状
態
で
身
体
機
能
が

低
下
し
て
い
る
こ
と
。

町
独
自
の
被
災
者
生
活

再
建
支
援
金
制
度
を
新
設

自
然
災
害
に
よ
り
、
被
害

を
負
っ
た
世
帯
の
う
ち
、　

被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
の

適
用
と
な
ら
な
い
世
帯
の
　

生
活
再
建
の
た
め
、
支
援
す

る
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。国や県の災害支援がない場合に

町独自で支援を実施する制度を創設

フレイル予防に向けて

町民参加型のオペラが今年も開催

宇久井中学校
待望の長寿命化改修へ
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魅力
再発

見
魅力

再発
見まちのまちの

表
紙
の
写
真
か
ら

　
下
里
小
学
校
の
入
学
式
に
西
委
員
と
２
人
で

出
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
式
典
で
子
ど
も
た
ち
は
終
始
緊
張
し
て
い
る

様
子
で
心
配
で
し
た
が
、
教
室
に
入
れ
ば
す
ぐ

に
雰
囲
気
が
和
み
、
同
級
生
と
打
ち
解
け
あ
っ

て
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
学
校
生
活
楽
し
ん
で
下
さ
い
。

（
藤
社
　
和
美
）

編
集
後
記

　
新
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
ね
。
本
誌
も
ブ
ラ

シ
ュ
ア
ッ
プ
し
、
皆
さ
ん
に
読
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
、
文
字
を
大
き
く
し
て
読
み
や
す
く
し
ま

し
た
。

　
今
後
も
議
会
に
少
し
で
も
興
味
を
持
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
、
情
報
を
伝
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

（
勝
山
　
則
子
）

●
議
会
広
報
編
集
委
員
会

委
員
長
　
藤
社
　
和
美

副
委
員
長
　
吾
妻
　
正
崇

委
　
　
員
　
西
　
　
太
吉

委
　
　
員
　
加
藤
　
康
高

委
　
　
員
　
松
本
　
和
彦

委
　
　
員
　
勝
山
　
則
子

●
発
行
責
任
者

議
　
　
長
　
曽
根
　
和
仁

旧グリーンピア南紀の敷地にある

与与
よよ

根根
ねね

河河
ごご

の池の池をご存知ですか？

／＼／＼／＼／＼／＼／＼／＼

300年前の
奇跡の工事!!

与根河の池は元池と奥池の二つからなり、下流の市屋地
区、下里集落の水田を潤す熊野地方最大級のため池です。
元池は、かんばつに苦しむ当時わずか16戸の市屋地区住
民が引地嘉左衛門翁の指揮監督のもと1708年（宝永5年）
に着工し3年の歳月を経て1711年に築かれました。工役
は疲労困憊甚だしく、ついに馬瀬坂口に水が流れ出た際に
歓喜乱舞したのは嘉左衛門翁たった一人であったというこ
とです。なお市屋地区の用水路は元池完成から10年後に
完成しました。奥池は、湊又次翁が嘆願陳情すること17年、
下里の水田の養水として元池完成約150年の1857年（安
政4年）に市屋地区と協力して築かれました。

／＼／＼／＼／＼／＼／＼／＼

奇跡の工事!!

溝祝い　 引地嘉左衛門翁の功労を称える溝祝い　 引地嘉左衛門翁の功労を称える
250年以上続く行事250年以上続く行事

奥池　壮大な水量に圧倒される奥池　壮大な水量に圧倒される

元池　水を溜めるため元池　水を溜めるため堰堰
せきせき
を人力で築造を人力で築造


